
別紙１

平成１９年度「食品リサイクル推進環境大臣賞」の概要

１．目的

食品関連事業者等による食品循環資源の発生抑制、再生利用及び熱回収等に関する

優れた取組を表彰し、全国に紹介することで、さらなる取組の促進、普及拡大を図り、

循環型社会の形成を推進します。

２．応募状況

平成 19年９月４日（火）から９月 27日（木）まで募集を行ったところ、全国から

57件の応募がありました。地域ブロック別、主体別の内訳は下表のとおりです。

北海道 東北 関東 中部 近畿 中国四国 九州 その他

応募数 １ ７ １７ ５ １１ ９ ６ １

排出事業者 再生利用事業者 農畜水産事業者 自治体・NPO その他

応募数 ２０ ２１ ４ ８ ４

３．審査委員会

東京農業大学の牛久保教授を委員長とし、学識経験者等５名から構成する「食品リ

サイクル推進環境大臣賞審査委員会」を 10月９日（火）に開催し、最優秀賞、優秀

賞、奨励賞を選考しました。

＜食品リサイクル推進環境大臣賞審査委員会名簿＞ 氏名 所属

牛久保 明邦 東京農業大学 国際食料情報学部教授

石川 雅紀 神戸大学 大学院経済学研究科教授

鬼沢 良子 NPO法人持続可能な社会をつくる元気ネット 事務局長

杉山 涼子 富士常葉大学 環境防災学部准教授

中野 加都子 神戸山手大学 人文学部環境文化学科教授

４．環境大臣賞

最優秀賞１件、優秀賞２件、奨励賞５件を決定しました。（別紙２参照）


